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も り
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福島県農林水産部森林計画課



 
森林 E

も り
Aづくりの提言策定専門部会における検討状況 

 
１ 森林

も り

づくりの提言策定専門部会開催状況 

平成 30 年 12 月 14 日に 森林
も り

の未来を考える懇談会に、専門部会である「
森林
も り

づくりの提言策定専門部会」を設置し、提言策定に向けて検討していただ
きました。 

 
〇 第 1 回 森林

も り
づくりの提言策定専門部会  平成 30 年 12 月 21 日開催 

〇 第２回 森林
も り

づくりの提言策定専門部会  平成 31 年１月 17 日開催 
〇 第３回 森林

も り
づくりの提言策定専門部会  平成 31 年３月１日開催 

〇 第４回 森林
も り

づくりの提言策定専門部会  令和元年５月 28 日開催 
〇 令和元年度第 1 回 森林

も り
の未来を考える懇談会 令和元年６月 17 日開催 

〇 第５回 森林
も り

づくりの提言策定専門部会  令和元年７月 18 日開催 
〇 令和元年度第２回 森林

も り
の未来を考える懇談会 令和元年８月 22 日開催 

 
２ 森林

も り

づくりの提言策定専門部会検討事項等 

 森林
も り

づくりの提言（案）の作成に向けて、主に次の項目について検討していた
だき、本日の懇談会で（案）を議案として提示するに至りました。 
 
〇 森林

も り
づくりの現状と課題について 

〇 森林
も り

づくりの提言に至る背景と 森林
も り

づくりのめざす姿 
〇 森林

も り
づくりの提言を具体的に進めるための取組内容と役割分担 

 



全

国

植

樹

祭

今までの森林づくり

課題
・森林づくり活動の更なる拡大
・森林ボランティアの高齢化
・森林と人との関係が希薄化
・森林に入る子供たちの減少

震
災
・
原
発
事
故

【県民参加の森林づくり】

〈提言内容（案）〉

森 林 づ く り 提 言

これからの森林づくり

・森林づくり活動の現状と課題
・森林づくり活動の目指す姿
・森林づくり活動の展開
・森林づくり情報の発信

○ 第69回全国植樹祭を契機に高まる森林づくりの気運を一過性
のものとせず、豊かな森林を守り育て、健全な状態で次の世代へ
引き継ぐため、ふくしま植樹祭の開催などにより、未来へ繋ぐ森
林づくりへと発展させることが重要である。

・森林づくり意識の醸成
・森林づくり活動主体の強化 等

・ 平成12年12月「県民参加の森林づくり運動につい
て」の提言

・平成14年3月「森林づくり運動推進プラン」の策定
[森林と人との共生] [循環の理念の体感]

・平成17年11月「森林文化のくに・ふくしま県民憲章」
の制定

・平成18年4月「福島県森林環境税」の導入、「森林
環境基金事業の実施

・平成25年12月「森林づくり活動推進についての提言」

平成12年10月「全国育樹祭」の開催

森林計画課 森林保全課

県民が主体で行う森林づくりへ

新たな森林づくり・絆づくりのための提言を作成

森林の未来を考える懇談会

県民主体による被災地から発信する新たな森林づくり
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	１　「SDGs」
	（１）「SDGs」とは
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